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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　698～2690ＭHzの全周波数レンジをカバーする、通信機器で使用するための超広帯域ア
ンテナ（１００）であって、
　第１端に電気接続部を有する第１折り曲げ分岐アンテナ素子（１０１）と、
　第１端に電気接続部を有する第２折り曲げ分岐アンテナ素子（１０２）と
を具備し、
　前記第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子は、前記第１端から第２端に向かって幅
が増大すると共に前記第２端において幅が一定の矩形部分を有することを特徴とする超広
帯域アンテナ。
【請求項２】
　前記第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子はビバルディアンテナであることを特徴
とする請求項１記載の超広帯域アンテナ。
【請求項３】
　前記第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子は異なる長さを有することを特徴とする
請求項１又は２記載の超広帯域アンテナ。
【請求項４】
　前記第１折り曲げ分岐アンテナ素子は第１周波数帯域に同調され、
　前記第２折り曲げ分岐アンテナ素子は第２周波数帯域に同調され、
　前記両周波数帯域は、698～2690ＭHzの範囲内にあることを特徴とする請求項１ないし
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３のうちいずれか１項記載の超広帯域アンテナ。
【請求項５】
　前記第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子は導電金属製であることを特徴とする請
求項１ないし４のうちいずれか１項記載の超広帯域アンテナ。
【請求項６】
　前記第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子は、印刷回路基板に、又は移動体通信機
器の筐体に電気接続されることを特徴とする請求項１ないし５のうちいずれか１項記載の
超広帯域アンテナ。
【請求項７】
　前記第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子間に配置された誘電要素（２０４）をさ
らに具備することを特徴とする請求項１ないし６のうちいずれか１項記載の超広帯域アン
テナ。
【請求項８】
　前記第２折り曲げ分岐アンテナ素子の第１端及び第２端間に配置された誘電要素をさら
に具備することを特徴とする請求項１ないし７のうちいずれか１項記載の超広帯域アンテ
ナ。
【請求項９】
　前記第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子は、前記誘電要素の周囲に巻回されるか
、又は前記誘電要素上に印刷されることを特徴とする請求項７又は８記載の超広帯域アン
テナ。
【請求項１０】
　前記第１折り曲げ分岐アンテナ素子は２回90°に折り曲げられ、
　前記第２折り曲げ分岐アンテナ素子は３回90°に折り曲げられることを特徴とする請求
項１ないし９のうちいずれか１項記載の超広帯域アンテナ。
【請求項１１】
　前記第２折り曲げ分岐アンテナ素子の第２端を該第１折り曲げアンテナ素子に電気的に
短絡させることを特徴とする請求項１ないし１０のうちいずれか１項記載の超広帯域アン
テナ。
【請求項１２】
　第１端に電気接続部を有する第３折り曲げ分岐アンテナ素子をさらに具備することを特
徴とする請求項１ないし１１のうちいずれか１項記載の超広帯域アンテナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信機器に使用される小型の超広帯域アンテナデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　第２世代及び第３世代の無線通信の成功により、第４世代（４Ｇ）すなわちロング・タ
ーム・エボリューション（ＬＴＥ）が現在開発されつつある。４Ｇ／ＬＴＥ移動体通信は
、高速データ速度で広帯域マルチメディアサービスを提供する。
【０００３】
　ＬＴＥ仕様は、少なくとも100Ｍbpsの下り回線ピーク速度、少なくとも50Ｍbpsの上り
回線ピーク速度、及び10ミリ秒未満のＲＡＮ往復時間を提供する。ＬＴＥは、1.4～20ＭH
zの拡張性搬送帯域幅を支持すると共に、周波数分割双方向（ＦＤＤ）及び時間分割双方
向（ＴＤＤ）の双方を支持する。ＬＴＥの進化の次の段階は、先進ＬＴＥであり、３ＧＰ
Ｐリリース１０で現在規格化されつつある。この規格には、音声中心クラスからピークデ
ータ速度を支持するハイエンド端末まで５つの異なる端末クラスが定義される。全端末は
、20ＭHzの帯域幅を処理することができる。また、最小1.4ＭHzで最大20ＭHzの支持され
たスペクトルスライスを有する増大したスペクトル柔軟性がある。ＩＭＴシステムにより
現在使用される全周波数プランが使用されるであろう。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】欧州特許出願公開第２０３４５５５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ＬＴＥにおける研究課題の一つは、ユーザ機器（ＵＥ）及びｅＮＯＤＥ　Ｂ間のインタ
フェースの広い周波数レンジ、すなわち698～2690ＭHzである。標準的な半ダイポールア
ンテナ又は１／４波長モノポールアンテナが使用されるなら、アンテナの寸法は低周波レ
ンジで約21ｃｍ又は10.5ｃｍであろう。しかし、これは、ユーザの機器、例えば携帯電話
では用途に対して大き過ぎる。さらに、標準的なダイポールアンテナ及びモノポールアン
テナの帯域幅は、４Ｇ通信の動作帯域をカバーするには狭過ぎる。
【０００６】
　過去には、異なるアンテナ形状が提案され使用された。しかし、いずれも698～2690ＭH
zの全周波数レンジをカバーする超広帯域特性を有するものではなかった。例えば、アン
テナ素子が２個の曲げ部を有する直線導体で形成されたアンテナデバイスは、アンテナ素
子の所定部分に給電端子が配置され、アンテナ素子の一端部が接地されたところで使用で
きる。また、アンテナデバイスは、４個の曲げ部を有する直線導体で形成されたアンテナ
素子を有することができる。このようにして、モノポールアンテナのアンテナデバイスが
曲げられるので、アンテナデバイスは機器面積を減少させることができる。
【０００７】
　従って、これらは、直線モノポールよりも短い長さを要する曲げモノポールである。複
数の周波数帯域で作動する分岐アンテナもまた、携帯無線電話で使用されつつある。
【０００８】
　分岐アンテナは、放射素子として作用し単一給電点から分岐する、基板上に配置された
１対の導電トレースを有するのが代表的である。アンテナは一般的に平坦基板を有し、平
坦基板はその上に配置された１対の蛇行放射素子を有する。蛇行放射素子は、ユーザの機
器内でアンテナを高周波回路に電気接続する給電点から分岐する。各蛇行放射素子は、各
周波数帯域内で共振するよう構成されている。
【０００９】
　分岐アンテナは、４Ｇ動作には狭過ぎる一周波数帯域内で電気信号を送受信する。さら
に、分岐アンテナの寸法を減少するために、各放射素子の蛇行パターンを圧縮することが
必要である。これは、放射素子が作動する周波数帯域を狭くする。この問題を解決するた
めに、１対の放射素子、例えば表面に配置された導電性銅トレースを有する平坦な誘電性
基板を有するアンテナを使用することができる。
【００１０】
　放射素子は、電気コネクタからユーザの機器（ＵＥ）内で高周波回路にアンテナを電気
接続する給電点に分岐する。各放射素子は、好適には一方は高く他方は低い各周波数帯域
内で共振するよう構成された各電気長を有する各蛇行パターンを有する。誘電性基板の使
用に好適な材料は、ＦＲ４又はポリイミドである。誘電性基板は、約２～４の誘電定数を
有する必要がある。誘電性基板の寸法及び形状は同調パラメータである。高周波数帯域放
射素子及び低周波数帯域放射素子の寸法は、基板表面の空間の制約によって変わる。アン
テナの帯域幅は、高周波数帯域放射素子及び低周波数帯域放射素子の蛇行パターンの形状
及び構成を変更することにより調整できる。
【００１１】
　アンテナの別の例において、複数の周波数帯域アンテナの異なる分岐が異なる周波数で
共振することが中心原理である。分岐アンテナは、分岐アンテナ及びユーザ機器（ＵＥ）
のトランシーバ回路間で信号を交換するための共通ポートに接続される。第１分岐は第１
周波数帯域に共振周波数を有するような長さ及び構造であり、第２分岐は第２周波数帯域
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に共振周波数を有するような長さ及び構造である。アンテナは、例えば製造の時点で両周
波数帯域用に約50Ωのインピーダンスに同調される。各分岐アンテナは、比較的薄い可撓
性誘電フィルムと、蛇行した金属ラインにより形成されたストリップアンテナとを有する
。金属ラインは、印刷、エッチング又は他の適当な方法により形成することができる。フ
ィルムは可撓性材料製であるので、印刷されたフィルムは、分岐アンテナとして使用する
ためのほぼ筒状に丸めることができる。筒は、アンテナの設計によって、部分的に開いた
り完全に閉じたりしてもよい。例えば、アンテナの帯域幅は、筒の直径を変更することに
より変えることができる。蛇行金属ラインは、異なる分岐アンテナが異なる周波数で共振
するように、分岐アンテナ間で変わる。このため、複数の共振及び複数の分岐は、各分岐
用に適当なストリップ寸法及びパターンを選択することにより達成することができる。分
岐アンテナは、モノポールアンテナに類似する。
【００１２】
　残念ながら、分岐アンテナは、ＬＴＥ及び４Ｇのニーズを満足するには狭過ぎるか、Ｕ
Ｅの周囲を考慮するマージンを殆ど持たない周波数帯域内で電気信号を送受信する。また
、携帯アンテナの寸法を小さくするために、放射素子の蛇行パターンを圧縮することが必
要である。
【００１３】
　残念ながら、放射要素の蛇行パターンがより圧縮されると、放射素子が作動する周波数
帯域はより狭くなってしまう。
【００１４】
　このため、超広帯域ＵＥに対する受容と、このような移動体通信用の従来のアンテナに
伴う問題に鑑み、ＬＴＥ／４Ｇ周波数レンジで作動することができる、より小さい超広帯
域アンテナに対するニーズが存在する。
【００１５】
　また、近年、移動体通信以外の分野でのアンテナの使用も増加してきた。例えば、産業
分野、とりわけ機械対機械通信や、医療機器分野、とりわけ患者監視において、アンテナ
の必要性が増大している。家庭における自動化を追求して家電分野においても、アンテナ
に対する需要が増大している。
【００１６】
　改善された帯域幅特性及び小型寸法を有するアンテナは、移動体通信機器のみならず非
移動体機器でも望まれているということになる。
【００１７】
　従って、本発明の目的は、超広帯域である無線通信機器用の小型アンテナを提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上述の目的は、独立請求項で請求された本発明により達成される。本発明の好適な実施
形態は、従属請求項により定められる。
【００１９】
　本発明で言う通信機器は、ユーザの機器（ＵＥ）、携帯電話、移動体携帯機器、ノート
型コンピュータ用の無線モデム、ノート型コンピュータ、掃除機等の移動体機器、又は、
産業機械、家電製品、医療機器等の非移動体機器のいずれかを指す。このため、本発明で
言う非移動体機器は、通常はユーザにより運ばれることや移動することが意図されていな
い機器、すなわち普通は固定機器である機器を指す。家電分野において、コーヒーメーカ
ーや冷蔵庫は、本発明で言う非移動体機器の例である。
【００２０】
　第１端に電気接続部を有する第１折り曲げ分岐アンテナ素子及び第１端に電気接続部を
有する第２折り曲げ分岐アンテナ素子を具備する通信機器で使用するために超広帯域アン
テナを有することは、超広帯域幅の小さな寸法のアンテナを有するという利点を有する。
【００２１】



(5) JP 5858523 B2 2016.2.10

10

20

30

40

50

　利点がある一実施形態において、第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子は、アンテ
ナの帯域幅が増大すると、第１端から第２端へ幅が増大する。
【００２２】
　別の一実施形態において、第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子は、アンテナの帯
域幅を決定することが容易である、単一の三角形、三角形の組合せ、矩形又は多角形であ
る。
【００２３】
　利点がある別の一実施形態において、第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子は、超
広帯域アンテナとして直接製造できるビバルディアンテナである。
【００２４】
　別の一実施形態において、第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子は異なる長さを有
し、アンテナの帯域幅を増大させる利点を有する。
【００２５】
　利点がある別の一実施形態において、第１折り曲げ分岐アンテナ素子は第１周波数帯域
に同調され、第２折り曲げ分岐アンテナ素子は第２周波数帯域に同調される。両周波数帯
域は、ＬＴＥ／４Ｇに使用可能な超広帯域アンテナを形成する698～2690ＭHzの範囲内に
ある。
【００２６】
　本発明の利点がある別の実施形態において、第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子
は、好適には銅又は銀である導電金属製であるので、利点がある放射特性を有する。
【００２７】
　利点がある別の一実施形態において、第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子は、印
刷回路基板（ＰＣＢ）に、又は移動体通信機器の筐体に電気接続される。アンテナは、例
えばＰＣＢの高周波入出力を介してＰＣＢと直接接触状態にあるか、例えば通信機器の（
接地）筐体に実装された高周波入出力を介して間接的であってもよい。
【００２８】
　第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素子間に誘電要素を配置することは、超広帯域ア
ンテナがより小さく製造できるという利点を有する。同様に、第２折り曲げ分岐アンテナ
素子の第１端及び第２端間に、従って第２折り曲げ分岐アンテナ素子により形成されたル
ープ内に誘電要素を配置することも、超広帯域アンテナの寸法をより小さくする効果を有
する。
【００２９】
　本発明の利点のある別の一実施形態において、第１及び第２の折り曲げ分岐アンテナ素
子は、誘電要素の周囲に巻回されるか、誘電要素上に印刷され、アンテナの機械的安全性
を改善する。
【００３０】
　本発明の利点のある別の一実施形態において、第１折り曲げ分岐アンテナ素子は２回90
°に折り曲げられ、第２折り曲げ分岐アンテナ素子は３回90°に折り曲げられ、超広帯域
アンテナの寸法をより小さくする。
【００３１】
　第２折り曲げ分岐アンテナ素子の第２端をアンテナ素子自体に電気的に短絡させてルー
プを形成することは、超広帯域アンテナの寸法をさらに小さくする利点を有する。
【００３２】
　第１端に電気接続部を有する第３折り曲げ分岐アンテナ素子を超広帯域アンテナに有す
ることは、ＶＳＷＲ（電圧定在波比）をさらに改善することができ、又は帯域幅を増大さ
せる利点を有する。
【００３３】
　本発明の利点のある別の一実施形態において、超広帯域アンテナの製造方法は、誘電要
素の３側面に第１折り曲げ分岐アンテナ素子の導電金属を印刷する工程と、誘電要素の４
側面に第２折り曲げ分岐アンテナ素子の導電金属を印刷する工程とを具備する。
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【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】三角形のアンテナ素子を有する２分岐アンテナを示す斜視図である。
【図２】図１の２分岐アンテナの別の斜視図である。
【図３】誘電要素を有する２分岐アンテナを示す斜視図である。
【図４】機器に実装される際の図３のアンテナのＶＳＷＲを示すグラフである。
【図５】短絡された三角形の２分岐アンテナを示す斜視図である。
【図６】図５のアンテナの別の斜視図である。
【図７】２個の誘電要素を有する短絡された２分岐アンテナを示す斜視図である。
【図８】機器に実装される際の図７のアンテナのＶＳＷＲを示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００３６】
　最初に、好適な一実施形態を説明する。しかし、本発明は、本明細書に述べた実施形態
に限定するものとして解釈すべきでない。むしろ、これらの実施形態は、本開示が徹底的
且つ完全であり、当業者に本発明の範囲を十分に伝えるように提供される。図面において
、同様の番号は同様の要素を指す。
【００３７】
　特に、好適に本実施形態のアンテナは、ＬＴＥネットワーク又は４Ｇネットワークでの
移動体通信機器で使用されることに関連して説明される。しかし、小型の超広帯域アンテ
ナは、固定無線アクセス、ＷＬＡＮ、ＷｉＦｉ等を含む多くの異なる環境で使用できるこ
とが考えられる。
【００３８】
　以下の説明を通して、２分岐アンテナは、ユーザ機器（ＵＥ）、携帯電話、移動体携帯
機器、ノート型コンピュータ用無線モデム等の移動通信機器で使用されるものとして説明
される。しかし、アンテナはまた、家電製品、産業機械、医療機器等の非移動体機器で使
用できる。
【００３９】
　上述したように、折り曲げ型のダイポールアンテナ及びモノポールアンテナは、ＵＥ又
は移動体機器で必要とされるアンテナの寸法を小さくするために、当業界で公知である。
説明したように、ＬＴＥ及び４Ｇの環境において、これらのダイポールアンテナ及びモノ
ポールアンテナが提供する帯域幅は十分でない。ＬＴＥに必要な広い帯域幅、すなわち69
8～2690ＭHzを達成するために、本発明では三角形アンテナ又はビバルディアンテナが使
用される。これらのアンテナが従来のやり方で使用されるなら、これらの超広帯域アンテ
ナはＵＥ又は移動体機器には合わないので、依然として寸法の問題が残る。
【００４０】
　広帯域動作は、次世代無線端末を含むいくつかの実用的用途で一般的になりつつある。
寸法が小さく構造が簡単な広帯域アンテナは、このような用途に好適である。マイクロス
トリップパッチアンテナは、寸法が小さく、軽量、低背、低コストで、製造及び組立が容
易であるので、無線通信システム用に使用されることがある。
【００４１】
　ビバルディアンテナは、印刷回路基板上に印刷された２次元角、すなわち２つの指数パ
ターンにより境界付けられる開口に向かって回路基板上の導電金属を広げるように見える
。給電点は、開口の反対側にある。
【００４２】
　三角形アンテナは、三角形の頂点の角度は変更可能であるので、異なる寸法となること
ができる。正三角形が使用されることもある。広い開口を有する端部は放射側であり、三
角形の先端に給電される。
【００４３】
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　このようにして、ビバルディアンテナ及び三角形アンテナの広帯域特性は、アンテナの
寸法を小さく保ちながら使用される。このことは、アンテナ素子を折り曲げることにより
達成される。
【００４４】
　知られているように、アンテナは、電気信号を送信したり、受信したりするためのデバ
イスである。送信アンテナは、開口を誘導し又は照らす給電組立体、又は電磁場を放射す
る反射面を有するのが代表的である。受信アンテナは、入射放射場を収集給電部に絞り、
入射放射に比例する電子信号を発生する開口又は面を有するのが代表的である。
【００４５】
　電圧定在波比（ＶＳＷＲ）は、ＵＥ等の通信機器の給電ライン又は伝送ラインを有する
アンテナ給電点のインピーダンス整合に関連する。最小損失で高周波（ＲＦ）エネルギー
を放射し、又は最小損失で受信高周波エネルギーをＵＥ受信器に転送するために、ＵＥア
ンテナのインピーダンスは、従来から伝送ライン又は給電点のインピーダンスに整合する
。
【００４６】
　従来のＵＥは、内部ＰＣＢ上の信号処理回路に接続されたトランシーバに電気接続され
たアンテナを使用するのが代表的である。アンテナ及びトランシーバ間を移動する電力を
最大にするために、アンテナ及びトランシーバは、それらの個別のインピーダンスがほぼ
合致するように、すなわち給電点で50Ωのインピーダンスを提供するよう電気的に同調さ
れるように、相互接続される。
【００４７】
　図１は、三角形の２分岐アンテナ１００を示す。第１分岐アンテナ素子１０１及び第２
分岐アンテナ素子１０２は、ＰＣＢであることが好適な接地１０３に接続される。２分岐
アンテナ１００は好適には、導電金属製であり、金属ストリップにより接地すなわちＰＣ
Ｂに結合される。このアンテナは、接地及び分岐点間が極めて狭い。２個の分岐アンテナ
素子１０１，１０２は、２次元の三角形である。分岐アンテナ素子１０１，１０２は共に
、２度折り曲げられる。
【００４８】
　第１分岐アンテナ素子１０１は、90°の第１折り曲げ部まで接地１０３から連続する。
第２折り曲げ部は、同じ向きに90°折り曲げられる。第２分岐アンテナ素子１０２の第１
折り曲げ部は、第１分岐アンテナ素子１０１の第１折り曲げ部が第１分岐アンテナ素子１
０１の第１折り曲げ部の向きに分岐する前に、生ずる。第２分岐アンテナ素子１０２の第
１折り曲げ部は、第１分岐アンテナ素子１０１の第１部分と平行にするよう、第２分岐ア
ンテナ素子１０２の第１部分に対して90°である。第２分岐アンテナ素子１０２の第２折
り曲げ部は、第２分岐アンテナ素子１０２の第３部分が第１分岐アンテナ素子１０１の第
２部分と平行となるよう、第２分岐アンテナ素子１０２の第２部分に対して90°である。
【００４９】
　図２は、２分岐アンテナ１００がＰＣＢ１０３にどのように固定されているか、及び折
り曲げ分岐アンテナ素子１０１，１０２はどのような三角形かをより明確に示す、図１の
アンテナ１００を別の向きから見た図である。
【００５０】
　２分岐アンテナが２個の折り曲げ素子を有することにより、超広帯域アンテナの帯域幅
をより一層増大させると共に、単一のアンテナでＬＴＥの低帯域も高帯域もカバーするこ
とが可能になる。これは、アンテナ１００全体の超広帯域幅を有しながら、移動体通信機
器内での作動用にＶＳＷＲが容認可能であるように各分岐を設計及び同調させることがで
きる。
【００５１】
　図３に見られるように、２分岐アンテナ１００の第１分岐アンテナ素子１０１及び第２
分岐アンテナ素子１０２間に、誘電厚板２０４を使用することができる。誘電材料を追加
することにより、同じ周波数帯域についてアンテナをより小さくすることができる。さら
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に、２個の分岐アンテナ素子間に誘電厚板を有することにより、アンテナの安定性が改善
する。また、製造方法が、誘電厚板の周囲に２個の分岐アンテナ素子を巻回するか、又は
誘電厚板上に２個の分岐アンテナ素子を印刷する工程を含むことを可能にする。
【００５２】
　誘電要素は、第２折り曲げ分岐アンテナ１０２により形成されるループに挿入すること
もできる。
【００５３】
　上述したアンテナ１００の寸法は50ｍｍ＊10ｍｍ＊８ｍｍである。これにより、誘電厚
板２０４の厚さは５ｍｍであり、接地板／ＰＣＢの寸法は50ｍｍ＊100ｍｍであるのが代
表的である。
【００５４】
　図４は、装置に実装される際の図３のアンテナの電圧定在波比（ＶＳＷＲ）を示す。Ｖ
ＳＷＲは、ＬＴＥに関連のある周波数範囲、すなわち698～2690ＭHzで示される。図４に
見られるように、関心がある全周波数範囲にわたるＶＳＷＲは、移動体通信機器での使用
には容認できる。
【００５５】
　図５は、短絡された三角形の２分岐アンテナ３００を示す。２個の分岐アンテナ素子は
一端で接地／ＰＣＢ３０３に接続される。分岐点から前方へ幅が広がる。第１分岐アンテ
ナ素子３０１の場合、三角形部分の後で折り曲げられ、矩形部分に移行する。矩形部分は
再度折り曲げられる。第２分岐アンテナ素子３０２は同様に三角形であり、幅が増大しな
がら折り曲げられ、三角形の端部で第２折り曲げ部に至る。第２分岐アンテナ素子は、第
２折り曲げ部の後、矩形となる。第２分岐アンテナ素子３０２の第２端は、第１分岐アン
テナ素子３０１の矩形部との電気接続部３０４を有するので、短絡が形成される。
【００５６】
　図６は、図５のアンテナを別の向きから見た図である。ここで、第２分岐アンテナ素子
３０２の第２端が第１分岐アンテナ素子３０１の三角形部分に電気接続されていることが
より明確に示される。この短絡接続は、第１分岐アンテナ素子３０１の三角形部分の高さ
の約半分の位置にある。
【００５７】
　図５及び図６に見られるように、第２分岐アンテナ素子３０２は、短絡接続３０４が存
在する結果、ループを形成する。
【００５８】
　図８に見られるように、図４と比較すると、アンテナのＶＳＷＲが改善されたという結
果が得られる。
【００５９】
　図７は、第１分岐アンテナ素子４０１及び第２分岐アンテナ素子４０２間の第２分岐ア
ンテナ素子４０２の折り曲げループ内に２個の誘電厚板が挿入された短絡された２分岐ア
ンテナ４００を示す。これらの誘電厚板２０５，２０６は、アンテナの周波数応答を下げ
る任意の構造である。第１分岐アンテナ素子４０１及び第２分岐アンテナ素子４０２は、
ビバルディ形又は三角形の超広帯域アンテナ素子であり、一端で接地／ＰＣＢ４０３に接
続されている。本実施形態において、第２分岐アンテナ素子４０２はアンテナ素子４０２
自身に短絡されるので、第２端は第１端に接続する。これにより、ループが形成される。
【００６０】
　図７のアンテナの代表的パラメータは、アンテナの寸法が50ｍｍ＊10ｍｍ＊８ｍｍであ
り、誘電厚板の厚さは５ｍｍであり、接地板の寸法は50ｍｍ＊100ｍｍである。
【００６１】
　図８は、機器に実装され際の図７のアンテナのＶＳＷＲを示すグラフである。ここで、
ＶＳＷＲは、ＬＴＥ／４Ｇが使用する周波数範囲において共振可能であることが見られる
。
【符号の説明】
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【００６２】
１００　超広帯域アンテナ
１０１　第１折り曲げ分岐アンテナ素子
１０２　第２折り曲げ分岐アンテナ素子
２０４　誘電要素

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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